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台湾友好ひろしまネットワーク 会報 No.4 

 

 会報３号の発行より日にちが随分経ってしまいました。ご存じのように本ネットワーク

で講演会を主催し、その準備等に追われておりました。 

 

１． 活動等のご案内 

第 1 回 台湾友好ひろしまネットワーク講演会 

  先月 20 日の木曜日に鯉城会館にて第１回台湾友好ひろしまネットワークの講演会

を開催しました。講師は、台湾の日本における外交窓口である台北駐日経済文化代表處

の陳鴻基(ちん・こうき)副代表にお願いし、「日本と台湾との交流 そのなかの広島」と

題目でお話いただきました。お話の後には聴衆の皆様から質問が出され、今後の中国と

の関係、台湾内の政治的変化等の政治的な問題から台湾の美味しい食べ物などの生活に

密着した話題まで広く陳副代表にお答えいただきました。 

 

 講演概要 

台湾は九州と同じ程度の面積で、約二千三百万人が住んでいます。政治的には中国が沿岸にミ

サイルを配置するなど、武力での圧力をうけています。台湾は日本と同じ自由と民主主義を基盤

とする社会で、その点で台湾と日本は同じ考えを持っており、中国とは違っています。 

最近の統計によれば、日本と台湾との間を約二百万人近い人々が往来しています。台湾と日本

との関係は年々盛んなものになっており、東京や大阪を中心としたものから現在は日本全国の大

規模都市との間で台湾との直行便が開設され、各都市と台湾を結ぶ関係も生まれつつあります。

広島もそのひとつで、広島と台湾の直行便は昨年の６月から始まっています。その後、農産物の

台湾輸出など、直行便を契機にその関係は深まっています。 

だが、残念なことに札幌や福岡に比べると、その関係は十分なものとは言えません。広島には

瀬戸内海の美しさや、中国山地の自然など台湾にとって魅力的なものが多く、広島の技術レベル

もマツダや IT 産業など高いものがあります。さらにブドウやミカン、梨などの果物、西条の日

本酒や、牡蠣、お好み焼きなど、全国的にみても認知度の高いものも多いです。来年には台湾で

広島の物産展が計画されています。また被爆都市広島も台湾ではよく知られており、学生の修学

旅行など行き先として広島を台湾として奨励することを検討していますし、台湾にも広島から修

学旅行に行って欲しいと思っています。今後は、広島と台湾との関係がより緊密になり、お互い

の発展の寄与することを期待すると同時に、そのお手伝いをしたいと考えています。 

 

 なお、さらに詳しい内容は『經濟レポート』平成 17 年 11 月１日号「トピックス広島」

に掲載されています。 



 またこの講演は台湾でも報道されました。台湾でも最も多く読まれている新聞『自由時

報』で、「短波ニュース」として取り上げられました。一部内容が不正確な点もありました

が、その内容は次のようなものでした。 

 

 広島に「台湾友好ネットワーク」成立 

 〔駐日特派員張茂森／広島報道〕 「日華友好広島県議員連盟」会長山木靖雄議員が「台湾友

好ひろしまネットワーク」を設立し、二十日に最初の大会を開いた。その大会に陳鴻基台湾駐日

副代表が招かれ、講演を行った。 

 山木靖雄議員が設立した「台湾友好ひろしまネットワーク」のメンバーには、台湾華僑である

広島県議会議員の日下美香議員、宮政利議員、広島台湾会会長の豊永勝氏、広島中華総会会長江

夏総賢氏、県立広島大学教授伊東和久氏らがおり、現在会員は百名程度である。 

 陳鴻基副代表は講演で、広島の人々が台北との直行便を利用し、広島の物産を通じてさらに台

湾との友好関係を深めてほしいと述べた。 

 広島県は来年の二月台湾で物産展を行う予定である。 

 

 記事そのものをご覧になりたい方は、事務局上水流までご連絡ください。 

 

 

２． 支援組織の情報 

 （１）広島台湾会（豊永 勝会長） 

  第 13 回広島台湾会が９月１８日（日） 午前１０時３０分より、約百五十名近い

参加者のもと丁堀シャンテで開催されました。会員である台湾から引き揚げてこられた

方に加えて、留学生も参加し、台湾の懐かしい話に花を咲かせました。台湾物産の販売

や、台湾を紹介するビデオ、台湾のお酒やお茶等を賞品としたくじ引きなどのアトラク

ションがあり、あっという間に 3 時間あまりの会が終わりました。当日は、山木靖雄日

華友好広島県議員連盟会長・日華親善協会会長、江夏総賢広島中華総会会長、日下美香

日華友好広島県議員連盟副会長、至極 春雄 広島中華総会副会長も来賓として参加さ

れました。 

 なお、当日の様子は、９月２１日（水）の中国新聞に報道されました。 

 

（２）広島県日華親善協会（山木 靖雄会長） 

  広島県日華親善協会の台湾訪問が 11 月 3 日から 11 月６日まで行われました。山木

靖雄会長を団長とし、13 名の訪問団でした。本ネットワークの設立メンバーの柴田修

三日華親善協会副会長、伊東和久県立広島大学教授も参加されました。 

初日は空港後すぐに蒋介石前中華民国大統領のお墓に墓参しました。その夜は、亜東

関係協会主催の夕食会に招待され、日本と台湾の友好関係の歴史や、今後の発展などを



話題にしながら、美味しい中華料理に舌鼓を打ちました。 

 二日目、山木靖雄団長は、台湾の中央廣播電台（中央放送局）の国際ラジオ放送に出

られ、今回の訪問や広島と台湾の親善について 30 分ほど話をされました。その後、台

湾の立法委員（日本の国会議員に相当）や台北市の市議会議員と懇談され、政治的な問

題、経済的結びつき、スポーツを中心とした友好関係の発展、議員を中心とした交流な

どについて意見を交わしました。このほか、広島の物産が販売されている百貨店や沖縄

県のアンテナショップを見学しました。中国新聞等で台湾について記事にされています

早田健文氏に帯同いただきました。夜は、本ネットワークで日本語ボランティアの提供

を呼びかけています陳炳崑世新大学日本語学科主任や早田健文氏に加え、広島大学で学

び台湾の大学や企業で活躍されている元留学生、広島から台湾の大学に教えにいってい

る日本人らとともに晩餐を囲みました。そのなかで、台湾にいる広島で学んだ留学生を

組織し、今後、友好関係を広めていくことが決まりました。 

 故宮博物館や国立歴史博物館など、台湾の歴史文化に対する造詣を深め、全部で四日

間の訪問を無事に終えました。 

 

 

 

３． ネットワークメンバーの情報 

（１） 山木靖雄本ネットワーク代表世話人 

 「支援組織の情報」に書きましたように台湾の国際ラジオ放送に山木靖雄代表世話

人が登場されました。残念ながら、ラジオでの放送は先日の日曜日に終わりました。

ただ、インターネットにてその放送を今週末まで聞くことができます。その方法は次

のとおりです。 

① http://www.rti.org.tw/Japanese/index.htm 画面の左側の「インターネット放

送」をクリック 

②次の画面 「※ 過去一週間の番組」をクリック 

③次の画面 「日曜日」をクリック。 １時間番組の後半部分にでできます。 

【注】 

台湾国際放送のインターネット放送は、ソフトウェア「リアルプレーヤーRealPlayer 」

に対応しています。インターネットに接続できる環境にあり、上記のハード設備が整って

いるのに“インターネット放送”をクリックしても放送が聴けない場合、「リアルプレー

ヤー RealPlayer 」がインストールされていないことが考えられます。「リアルプレーヤ

ー RealPlayer 」は、台湾国際放送のホームページからダウンロードできます。 

 

ダウンロードの方法  

先の②の画面から 

http://www.rti.org.tw/Japanese/index.htm


「インターネット放送について、詳しく知りたい方はこちらからどうぞ」をクリック 

◎ソフトは必要ですか？の項目の「ココ」をクリックしてダウンロードします。無料

です。 

 

（２） 早田健文氏 

   残念ながらお聞かせできないのですが、１０月３１日の NHK のラジオ放送朝八時十

五分頃より早田『台湾通信』代表が台湾の最近の動向について話をされました。今回は、

台湾における日本の物産販売についてでした。東京・大阪を中心とした関係から地方に広

がっていること、岩手県、岡山県、鳥取県、福岡県など多くの県が物産展を台湾で行って

いること、物産展の後もきちんと物産が継続的に販売されるような努力が必要なこと、そ

のお手伝いを広島などでしていること、販売されるものが、高いモノと日用品に二極化し

ていること等をお話になられました。こちらはインターネットで聞くことはできません。

ご了承ください。 

 

 

 

 ＊おかげさまでやっと第一回の講演会を開くことができました。講演

会は 60 名弱の方が参加され、盛況でした。ありがとうございまし

た。今回の日華親善協会台湾訪問の折り、亜東関係協会の羅秘書長

より、研究者等紹介をいただきました。今後ネットワークでも講演

や勉強会を開くことができたらと思っています。留学生支援活動を

強化したいと思っています。 

＊ＨＰの作成、会報の中国語版の発行など、お手伝いしてくれるスタ

ッフを求めております。上水流までご連絡ください。 

＊ 本ネットワークへの情報の提供をお待ちしております。 

＊ わたくしごとながら、『アジア遊学』（勉誠社）の 11 月号に台湾

のナショナリズムについて駄文を掲載しております。機会があり

ましたら、図書館等でご覧ください（上水流）。 

 

 

問い合わせ先・連絡先 

事務局 上水流 久彦 

 住所    〒727-0023 広島県庄原市七塚町５６２ 県立広島大学庄原キャンパス 

 電話    0824-74-1713（不在の場合 1704）  

ファックス 0824-74-0191（上水流宛と明記ください） 

 e-mail   kamizuru@pu-hiroshima.ac.jp 


